
東
京
と
ど

の
実
会

幹
事
長
　
一則
田
良
三

第
六
十
回
記
念
総
会
は
、
六
月
十
九
日
、

新
宿

・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
百
五
十
名
余

の
同
窓
生
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

二
五
年
、
東
京
在
住
の
野
付
牛
中
学
、
北
見

中
学
の
卒
業
生
が
浅
草
に
参
集
し
た
の
が
東

京
と
ど
の
実
会
の
始
ま
り
と
伝
え
聞
い
て
い

ま
す
。
回
を
重
ね
て
今
年
は
六
十
回
の
節
目

の
年
と
な
り
ま
し
た
。
最
高
齢
は
吉
見

一
郎

さ
ん

（
昭
四
年
卒

）、
今
年
白
寿
を
迎
え
ら

れ
る
吉
見
先
輩
に
会
か
ら
花
束
を
贈
呈
し
、

そ
の
健
康
を
祝
し
ま
し
た
。

東
京
北
見
会
の
井
戸
理
恵
子
会
長
、
東
京

も
い
わ
会
の
今
井
正
司
会
長
に
来
賓
と
し
て

ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
ど
の
実
会
の

渡
辺
和
勇
会
長

（
昭
二
十
六
年
卒

）、
札
幌

と
ど
の
実
会
の
安
藤
英
征
会
長

（
昭
三
十
五

年
卒

）
も
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
ら
れ
、
小
谷

毎
彦
市
長

（
昭
四
十
年
卒

）
よ
り
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届
き
、
記
念
総
会
に
華
を
添

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年

の
当
番
は
昭
和
四
十
二
年
卒
、
昭

五
十
二
年
卒
期
で
し
た
。
平
澤
芳
樹
さ
ん
、

奥
村
京
子
さ
ん

（
昭
四
十
二
年
卒

）
の
司
会

で
総
会
が
進
行
し
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
、
半

田
護
会
長
の
挨
拶
、
物
故
者

へ
の
黙
祷
、
会

計
報
告
と
承
認
と
議
事
が
進
み
、
役
員
の

改
選
が
報
告
さ
れ
て
、
半
田
護
会
長

（
昭

三
十
七
年
卒

）
二
副
田
良
三
幹
事
長

（
昭

四
十
年
卒

）
体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
校
歌
は
長
谷
川
洸
二
さ
ん

（
昭
二
十
八

年
卒

）
の
指
揮
、
村
田
孝
樹
さ
ん

（
平
十
五

年
卒

）
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
老
い
も
若

き
も
青
春
時
代
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
新
校

歌

。
旧
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
久
々
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
の
校
歌
斉
唱
は
胸
に
迫
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

六
十
周
年
記
念
祭
で
は
、
樋
崎
妙
子
さ
ん
、

辻
孝
子
さ
ん

（
昭
四
十

一
年
卒

）
に
よ
る
地

唄
舞
、
福
村
忠
雄
さ
ん

（
昭
四
十
七
年
卒

）

（
東
京
フ
ィ
ル
）
の
チ
ェ
ロ
演
奏
、
村
田
孝

樹
さ
ん

（
平
十
五
年
卒

Ｉ

東
京
芸
大
卒

）

の
ビ
ア
ノ
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
長
谷
川
知

子
さ
ん

（
昭
四
十
年
卒

）
（
絵
本
画
家

）、
伊

藤
彰
則
さ
ん

（
昭
四
十
八
年
卒

）
（
洋
画
家

）

の
作
品
展
示
を
し
て
、
多
く
の
同
窓
生
に
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。
又
、
進
行
役
を
務
め
た

西
村
文
江
さ
ん

（昭
四
十
七
年
卒
Ｘ
ナ
レ
ー

タ
ー
）
の
軽
妙
で
洒
脱
な
話
芸
も
相
ま

っ
て

格
調
高
い
記
念
祭
と
な
り
ま
し
た
。

小
山
内
清
隆
さ
ん

（
昭
二
十
六
年
卒

）
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ
た
懇
親
会
は
、
卒

業
期
の
下

一
桁
毎
に
十
組
の
テ
ー
ブ
ル
が
用

意
さ
れ
、
同
期
は
勿
論
世
代
を
超
え
て
交
流

交
歓
を
し
ま
し
た
。

十
年
前
に
、
総
会
の

一
企
画
と
し
て
皇
居

を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る

”　
ミ
■
一強
行
遠
足

”

を
総
会
前
に
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
形
を
変

え
て
東
京
の
名
所
散
策
ツ
ア
ー
と
称
し
て
総

会
に
欠
か
せ
な
い
催
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。

五
回
目
の
今
年
は

”
水
戸
光
囲
と
徳
川
の

女
性
た
ち

”　
と
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、

湯
島
天
神
、
伝
通
院
、
小
石
川
後
楽
園
な
ど

文
京
区
の
名
所
を
散
策
し
ま
し
た
。
二
十
名

の
参
加
を
得
て
今
年
も
好
評
で
し
た
。
懇
親

会
の
席
で
散
策
の
参
加
者
も
登
壇
し
、
リ
ー

ダ
ー
の
生
駒
篤
副
幹
事
長

（
昭
四
十
七
年

卒

）
か
ら
楽
し
い
史
跡
散
策
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

劇

団
民
芸

の
佐

々
木
梅
治

さ
ん

（
昭

三
十
八
年
卒

）、
女
優
の
沢
田
亜
矢
子
さ
ん

（
昭
四
十
二
年
卒

）
が
壇
上
に
上
が
り
挨
拶

を
す
る
頃
に
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
懇
親
会
で
し
た
が
、
村

田
由
美
子
さ
ん

（
昭
三
十
九
年
卒

）
と
吉
見

じ
ゅ
り
さ
ん

（
昭
五
十
六
年
卒

）
の
リ
ー
ド

で

”
〈
７
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら

”

を
全

員
で
合
唱
し
た
後
、
作
田
英
二
副
会
長

（
昭

四
十
三
年
卒

）
の
中
締
め
で
開
会
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
も
沢
田
亜
矢
子
さ
ん
と
の
記

念
撮
影
が
続
き
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、

名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。
多

く
の
期
が
新
宿
界
隈
で
二
次
会
を
楽
し
ん
だ

よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
東
京
と
ど
の
実
会
で
す
が
、

若
手

（
五
十
五
歳
以
下
）
の
参
加
が
少
な
い

の
が
今
抱
え
る
課
題
の

一
つ
で
す
。
今
年

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
若
い
年

代
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

故
郷
を
共
有
す
る
人
達
の
集
ま
り
で
あ
る

東
京
北
見
会
と
こ
れ
か
ら
も

一
層
連
携
を
深

め
、
郷
土
、
北
見
の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与

で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
末
筆
で

は
あ
り
ま
す
が
、
東
京
北
見
会
の
益
々
の
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

票 量 餃 撼

沢田亜矢子さんとc

東京とどの実会 60周年記念総会 1半田会長
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